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(57)【要約】
【課題】  低コストでもって幅広いユーザの要望に対応
できる信号処理装置を提供する。
【解決手段】  ＣＣＤ３を内蔵した電子内視鏡２が着脱
自在に接続されるビデオプロセッサ４ではＣＣＤ３の出
力信号をＡ／Ｄ変換した後、ホワイトバランス調整等し
て、ポストプロセス回路２１からＮＴＳＣの映像信号を
モニタ５に出力する基本的な映像信号生成の処理を行
い、さらにＡＧＣ処理後の信号を出力するコネクタ６に
着脱自在のコネクタ２４を備えたオプション基板７を装
着することにより、強調処理を行ってモニタ５に出力す
る等、ユーザの望む機能をオプション基板７等の装着に
より簡単に実現できるようにした。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  被写体像を光電変換して画像信号を出力
する撮像素子を備えた内視鏡が着脱自在に接続され、前
記撮像素子の出力信号をデジタル信号に変換するＡ／Ｄ
変換手段と、
前記Ａ／Ｄ変換手段により変換された信号に対して第１
の出力フォーマットに応じた処理をして映像信号出力端
から映像信号を出力する第１の信号処理手段と、
前記Ａ／Ｄ変換手段により変換された信号が出力される
コネクタに着脱自在に接続される基板に設けられ、前記
変換された信号に対して画像処理して第２の出力フォー
マットに応じた映像信号を出力する第２の出力手段と、
を備えたことを特徴とする信号処理装置。
【請求項２】  被写体像を光電変換して画像信号を出力
する撮像素子を備えた電子内視鏡と、
前記撮像素子の出力信号をデジタル信号に変換するＡ／
Ｄ変換手段と、
前記変換された信号に対して第１の信号処理を行う第１
の信号処理手段と、
前記第１の処理手段で処理された画像信号を第１の出力
フォーマットに応じた処理をする第２の信号処理手段
と、
前記第２の処理手段で処理された画像信号を出力する第
１の出力手段と、
前記第１の処理手段で処理された画像信号を出力するコ
ネクタに着脱自在に装着され、前記画像信号を前記第１
のフォーマットとは異なる第２の出力フォーマットに応
じた処理をする第３の信号処理手段と、前記第３の処理
手段で処理された画像信号を出力する第２の出力手段と
を備えた基板と、
を有することを特徴とする電子内視鏡装置。
【請求項３】  前記基板に設けられた第３の処理手段は
２次回路のみで構成されることを特徴とする請求項２記
載の電子内視鏡装置。
【請求項４】前記コネクタに基板の接続を検知する接続
検知手段と、
前記第１の出力手段から出力された画像信号を表示する
画像表示手段と、
前記画像表示手段にメニュー画面を表示する文字情報表
示手段と、
前記接続検知手段で検知された信号に基づいて画像表示
手段に表示されるメニュー画面を自動的に変更すること
を特徴とする請求項２また３記載の電子内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明な電子内視鏡等に対す
る信号処理を行う信号処理装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】近年、医療用分野及び工業用分野におけ
る検査において、内視鏡が広く用いられるようになっ
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た。また、最近は撮像素子を備えた電子内視鏡が採用さ
れる状況にある。電子内視鏡の場合には、撮像素子で撮
像した画像信号に対する信号処理を行う信号処理装置と
してビデオプロセッサが使用される。
【０００３】図２４は従来例の電子内視鏡装置６１を示
す。この電子内視鏡装置６１は、電子内視鏡６２と、こ
の電子内視鏡６２に接続されるビデオプロセッサ６３
と、このビデオプロセッサ６３から出力される映像信号
を表示するモニタ６４とを有する。ビデオプロセッサ６
３は電子内視鏡６２に内蔵された撮像素子と接続される
部分に２次回路から更に絶縁したフローティング回路７
０を形成している。
【０００４】このフローティング回路７０は撮像素子を
駆動する駆動回路７１と、この駆動回路７１からの駆動
信号が印加されることにより撮像素子により光電変換さ
れた画像信号を増幅等するプリプロセス回路７２と、こ
のプリプロセス回路７２の出力信号をアナログ信号から
デジタル信号に変換するＡ／Ｄ変換回路７３とを設けて
いる。
【０００５】このＡ／Ｄ変換回路７３により変換された
デジタル信号は図示しないフォトカプラ等の絶縁回路を
介して２次回路を構成するホワイトバランス回路７４に
入力される。
【０００６】ホワイトバランス回路７４によりホワイト
バランス調整された後、オートゲインコントロール回路
（ＡＧＣ回路と略記）７５に入力され、信号の振幅が一
定レベルまで増幅された後、ガンマ回路７６に入力さ
れ、ガンマ補正された後、フィールドメモリ７７に入力
され、一時的に書き込まれる。
【０００７】フィールドメモリ７７に書き込まれた信号
は所定のタイミングで読み出され、Ｄ／Ａ変換回路７８
によりアナログ信号に変換された後、ポストプロセス回
路７９に入力され、映像信号に変換する処理が施されて
映像信号となり、出力端からモニタ６４に出力される。
【０００８】また、ビデオプロセッサ６３内には、基準
信号を発生するために、基準クロックに同期した信号を
発生するＰＬＬ回路８１と、このＰＬＬ回路８１に同期
して、水平及び垂直同期信号を発生する同期信号発生回
路（ＳＳＧと略記）８２とが設けてあり、この同期信号
発生回路８２の出力信号は同期信号を必要とする回路に
印加されて同期信号に同期した処理を行う。
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】ここで２次回路におい
ては、近年のデバイス技術により大規模ＦＰＧＡ（フィ
ールド・プログラマブル・ゲートアレイ）化され、従来
の機能を構成する回路規模でも基板内のデバイス占有面
積が小さくなり、ほぼ１枚の基板で構成されるようにな
ってきた。ただし、新機能や他のＴＶ方式の信号処理回
路を追加しようとすると、さらに回路規模が増加し、１
枚の基板では収まらないという問題が生じてきた。開発
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当初から、全ての機能を含んだ構成で基板枚数を複数に
することも考えられるが、開発費、商品性という観点か
ら得策とは言い難い。
【００１０】ところで、電子内視鏡装置を使用する施設
は、多種多様であり、各施設によって求められる機能に
違いが多く見受けられるようになってきた。画像処理機
能等を用いた不可視情報の可視化による病変の強調、支
援診断機能等、或いは高画像、高画質化等を求めるユー
ザもいれば、低価格、必須観察機能等のみを求めるユー
ザもいる。幅広いユーザ層に対応すべき電子内視鏡装置
の商品化が望まれる状況となっている。
【００１１】（発明の目的）本発明は、上述した点に鑑
みてなされたもので、低コストでもって幅広いユーザの
要望に対応できる信号処理装置及び電子内視鏡装置を提
供することを目的とする。
【００１２】
【課題を解決するための手段】被写体像を光電変換して
画像信号を出力する撮像素子を備えた内視鏡が着脱自在
に接続され、前記撮像素子の出力信号をデジタル信号に
変換するＡ／Ｄ変換手段と、前記Ａ／Ｄ変換手段により
変換された信号に対して第１の出力フォーマットに応じ
た処理をして映像信号出力端から映像信号を出力する第
１の信号処理手段と、前記Ａ／Ｄ変換手段により変換さ
れた信号が出力されるコネクタに着脱自在に接続される
基板に設けられ、前記変換された信号に対して画像処理
して第２の出力フォーマットに応じた映像信号を出力す
る第２の出力手段と、を備えたことにより、ユーザが基
本的な映像信号を生成する機能を有するものを望む場
合、或いは付加的な機能を望む場合に応じて、基板を装
着しないもの或いは基板を装着したものとすることによ
り、幅広いユーザに対応できると共に、低コストで対応
できるようにしている。
【００１３】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照して本発明の実
施の形態を説明する。
（第１の実施の形態）図１ないし図４は本発明の第１の
実施の形態に係り、図１は第１の実施の形態を備えた電
子内視鏡装置の全体構成を示し、図２ないし図４は信号
処理装置に装着可能な第１ないし第３オプション基板の
構成例を示す。
【００１４】図１に示す電子内視鏡装置（以下、単に内
視鏡装置と略記）１Ａは電子内視鏡２と、この電子内視
鏡２が着脱自在に装着され、電子内視鏡２に内蔵された
撮像素子としての例えばＣＣＤ３に対する信号処理を行
う第１の実施の形態のビデオプロセッサ４と、このビデ
オプロセッサ４から出力される映像信号が入力されるこ
とにより、ＣＣＤ３で撮像した内視鏡画像を表示するモ
ニタ５と、電子内視鏡２に照明光を供給する図示しない
光源装置とから構成される。
【００１５】本実施の形態のビデオプロセッサ４にはコ
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ネクタ６が設けてあり、このコネクタ６には図２ないし
図４に示す各種の機能を持つ第１ないし第３オプション
基板７、８、９を装着することにより、その機能を拡張
できるようにしている。図１では図２に示す第１オプシ
ョン基板７を装着した状態を示している。
【００１６】本実施の形態のビデオプロセッサ４はＣＣ
Ｄ３と接続される部分に２次回路１４から更に絶縁した
フローティング回路１０を形成している。このフローテ
ィング回路１０はＣＣＤ３を駆動する駆動回路１１と、
この駆動回路１１からの駆動信号が印加されることによ
りＣＣＤ３により光電変換された撮像信号から信号成分
を抽出するＣＤＳ処理等の前処理を行うプリプロセス回
路１２と、このプリプロセス回路１２の出力信号をアナ
ログ信号からデジタル信号に変換するＡ／Ｄ変換回路１
３とを設けている。
【００１７】このＡ／Ｄ変換回路１３により変換された
デジタル信号は図示しないフォトカプラ等の絶縁回路を
介して２次回路１４を構成するホワイトバランス回路１
５に入力される。なお、図１では点線で示したフローテ
ィング回路１０以外の各回路は２次回路１４に属する。
【００１８】ホワイトバランス回路１５によりホワイト
バランス調整された後、オートゲインコントロール回路
（ＡＧＣ回路と略記）１６に入力され、信号の振幅が一
定レベルまで増幅された後、セレクタ１７の一方の接点
に入力されると共に、コネクタ６の端子Ｔａに印加され
る。また、セレクタ１７の他方の接点はコネクタ６の端
子Ｔｂに接続されている。セレクタ１７の出力信号はガ
ンマ回路（γ回路と略記）１８に入力され、ガンマ補正
された後、フィールドメモリ１９に入力され、一時的に
書き込まれると共に、コネクタ６の端子Ｔｃに印加され
る。
【００１９】フィールドメモリ１９に書き込まれた信号
は所定のタイミングで読み出され、Ｄ／Ａ変換回路２０
によりアナログ信号に変換された後、ポストプロセス回
路２１に入力され、映像信号に変換する処理が施されて
所定のフォーマットの映像信号、ここではＮＴＳＣの映
像信号となり、映像出力端Ｖｏからモニタ５に出力され
る。
【００２０】また、ビデオプロセッサ４内には、基準信
号を発生するために、基準クロックに同期した信号を発
生するＰＬＬ回路２２と、このＰＬＬ回路２２に同期し
て、水平及び垂直同期信号等を発生する同期信号発生回
路（ＳＳＧと略記）２３とが設けてあり、この同期信号
発生回路２３の出力信号は同期信号を必要とする回路に
印加されて同期信号に同期した処理を行う。この同期信
号はコネクタ６の端子Ｔｄにも印加される。
【００２１】本実施の形態では、ビデオプロセッサ４に
より、コネクタ６にオプション基板を装着しない場合に
は、所定の映像信号を生成するのに必要な基本的な機能
を備えている。
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【００２２】コネクタ６に装着可能なコネクタ２４を設
けた第１のオプション基板７は（ＡＧＣ回路１６の出力
端に接続された）端子Ｔａと導通する端子Ｔａ′に強調
処理を行う強調処理回路２５を有し、この強調処理され
た信号はさらに補正処理を行う補正処理回路２６を経て
端子Ｔｂ′からこの端子Ｔｂ′に導通する端子Ｔｂを経
てセレクタ１７に入力される。
【００２３】また、端子Ｔｃに導通する端子Ｔｃ′には
フィールドメモリ２７が接続され、このフィールドメモ
リ２７で一時格納された信号はＤ／Ａ変換回路２８によ
りアナログの信号に戻された後、ポストプロセス回路２
９を経て映像信号に変換され、映像出力端Ｖｏから外部
のモニタ等に出力される。なお、第１のオプション基板
７の強調処理回路２５等には、端子Ｔｄに導通する端子
Ｔｄ′から同期信号が印加される。
【００２４】図３に示す第２オプション基板８はコネク
タ６に装着されるコネクタ３０を有し、図２に示す第１
オプション基板７の場合と同様に端子Ｔａ′に強調処理
回路２５が接続され、その出力信号は補正処理回路２６
に入力される。
【００２５】前記補正処理回路２６への入力信号と、補
正処理回路２６の出力信号とはセレクタ３１を経てガン
マ回路３２に入力され、ガンマ補正された後、フィール
ドメモリ３３に一時格納された後読み出され、Ｄ／Ａ変
換回路３４を介してアナログ信号に戻され、さらにポス
トプロセス回路３５を経て映像出力端Ｖｏから外部のモ
ニタ等に映像信号を出力する。
【００２６】また、図４に示す第３オプション基板９は
コネクタ６に装着されるコネクタ３６を有する。この第
３のオプション基板９は図３に示す第２オプション基板
８において、フィールドメモリ３３からのデジタルの映
像出力信号をデジジタル映像出力端ＤＶｏから出力する
構成になっている。なお、図１から分かるようにオプシ
ョン基板７等はビデオプロセッサ４における２次回路１
４部分に接続して、それぞれ所定の機能を持つようにな
る。
【００２７】本実施の形態では、ＣＣＤ３に対して基本
的に処理を行い、標準的な映像信号を生成する機能をも
つようにビデオプロセッサ４を例えば１枚のＦＰＧＡ基
板（以下、基本基板と略記）で構成し、この基本基板に
設けたコネクタ６に、各種のオプション基板７～９を装
着可能として、ユーザが望む機能を簡単に拡張できるよ
うにしている。
【００２８】そして、機能が異なるビデオプロセッサを
個々に揃える場合よりも、単に拡張基板の選択的な装着
で機能が異なるビデオプロセッサを同じ基本基板を共通
に使用して実現できるようにして、幅広いユーザに低コ
ストで対応できるようにしていることが特徴となってい
る。
【００２９】本実施の形態の作用としては、基本的な映
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像表示を行う機能を必要とするユーザはオプション基板
を必要としない状態のビデオプロセッサ４を用いること
で、あまり費用をかけないで内視鏡検査に使用すること
ができる。
【００３０】一方、基本的な機能の他に付加的な機能を
望むユーザの場合には、この付加的な機能に対応したオ
プション基板を装着したビデオプロセッサ４を購入する
ことで、付加的な機能を備えたビデオプロセッサで内視
鏡検査を行うことができる。つまり、幅広いユーザに対
応できる信号処理装置を、オプション基板の選択的な装
着により実現できる。この場合、単にオプション基板の
選択的な装着で実現できるので、低コストで提供でき
る。また、ユーザは最初は基本的な機能のものを購入
し、その後の必要に応じて低コストで拡張する選択も行
うことができる。
【００３１】このように本実施の形態によれば、低コス
トでもって幅広いユーザの要望に対応できる信号処理装
置（及び電子内視鏡装置）を提供することができる。
【００３２】（第２の実施の形態）次に図５ないし図１
０を参照して本発明の第２の実施の形態を説明する。図
５は第２の実施の形態を備えた内視鏡装置１Ｂを示す。
この内視鏡装置１Ｂは図１の内視鏡装置１Ａにおけるビ
デオプロセッサ４において、さらに基板接続検知の処理
を行う接続処理回路３７を備えている。この接続処理回
路３７はコネクタ６の端子Ｔｅと接続され、この端子Ｔ
ｅの電位によりコネクタ６にオプション基板が装着され
ているか否かと共に、どのオプション基板が装着されて
いるかを検知（識別）する。
【００３３】また、この接続処理回路３７は接続検知の
結果に応じた文字情報（及びメニュー画面の文字情報）
を発生するキャラクタ発生回路３８を内蔵し、発生した
文字情報をフィールドメモリ１９の出力データとスーパ
インポーズして、後段側に接続されているＤ／Ａ変換回
路２０に出力する。また、オプション基板を装着した場
合には、メニューを表示して、拡張機能のＯＮ／ＯＦＦ
を例えばキーボード３９から設定できるようにしてい
る。
【００３４】また、このビデオプロセッサ４のコネクタ
６に装着可能な例えば第１オプション基板７のコネクタ
２４等には端子Ｔｅと導通する端子Ｔｅ′は２次回路１
４のグランドに接続されている。図６は基板接続検知を
行う回路構成を示す。端子Ｔｅ及びＴｅ′は例えば３つ
の端子Ｔ１～Ｔ３とＴ１′～Ｔ３′から構成される。
【００３５】端子Ｔ１～Ｔ３は、それぞれ抵抗Ｒ１によ
り電源端Ｖｃｃ（簡単化のため、その電圧もＶｃｃで示
す）に接続されると共に、電位判別用の比較器Ｃ１～Ｃ
３の各非反転入力端に接続され、反転入力端には基準の
電位、この場合には電源端電圧Ｖｃｃを抵抗Ｒ２とＲ３
で分割した電圧値が印加され、比較器Ｃ１～Ｃ３の２値
の比較出力信号が基板接続及び基板機能の検知になる。
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7
一方、第１～第３オプション基板７～９とも、端子Ｔ
１′はグランドに接続されている。従って、比較器Ｃ１
の出力信号がＨの場合には基板が未接続、Ｌの場合には
基板接続の検知信号となる。
【００３６】また、端子Ｔ２′及びＴ３′は基板の種類
に応じてグランドに接続されたり、未接続にされてい
る。比較器Ｃ２とＣ３との組み合わせて第１～第３のオ
プション基板７～９の検知が可能である。また、接続さ
れる基板が持つ機能を検知するようにしても良い。例え
ば比較器Ｃ２の出力で画像処理機能の有無、比較器Ｃ３
の出力でデジタル出力かアナログ出力かの有無を検知す
るようにしても良い。
【００３７】この場合には例えば基板７の場合には、端
子Ｔ２′はグランドに接続、端子Ｔ３′はグランドに未
接続である。また、基板９の場合には、端子Ｔ２′はグ
ランドに接続、端子Ｔ３′もグランドに接続されてい
る。
【００３８】そして、比較器Ｃ２の出力信号がＬの場合
には画像処理機能を持つ基板が接続、Ｈの場合には画像
処理機能を持たない基板の接続検知信号となる。比較器
Ｃ３の出力信号がＬの場合にはデジタル出力機能を持つ
基板が接続、Ｈの場合にはアナログ出力機能を持つ基板
の接続検知信号となる。なお、この他に、後述するハイ
ビジョン用オプション基板の装着の有無を検知する端子
等を設けるようにしても良い。
【００３９】図８（Ａ）はオプション基板を接続しない
状態におけるモニタ５の表示例を示し、図８（Ｂ）はオ
プション基板が接続された場合におけるモニタ５の表示
例を示し、ｏｐｔｉｏｎを表示するようにして、オプシ
ョン基板が接続されたか検知結果を表示している。つま
り、図８では比較器Ｃ１による比較結果のみを表示して
いるが、他の機能の検知結果を表示するようにしても良
い。
【００４０】図７はオプション基板が接続されたことを
検知するのみでなく、正常に差し込まれ、かつ正常に動
作が可能かを判断する機構にしたものである。オプショ
ン基板の装着後電源が投入され、オプション基板側に実
装されている全てのＦＰＧＡ４０（図７では簡単化のた
め１つのみ示す）が全て正常にConfigrationを完了し
て、端子Ｔｄ，Ｔｄ′からクロックＣＬＫ／同期信号を
全てのＦＰＧＡ４０に送り、それらから端子Ｔｅ′，Ｔ
ｅ等を経て接続処理回路３７に返される信号をモニタし
て正常に装着されたか否かを検知する。
【００４１】正常に検出した場合（及び図６の機能検
知）のメニュー画面の表示例を図９（Ｂ）に示す。図９
（Ａ）はオプション基板が装着されていない場合のメニ
ュー画面を示す。オプション基板が装着されていない場
合には、図９（Ａ）に示すようにオプション基板による
機能を点線等で表示し、オプション基板が正常に装着さ
れた場合には図９（Ｂ）に示すように実線で表示される
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ようにする。図９（Ａ）の代わりに図９（Ｃ）に示すよ
うにオプション基板による機能を全く表示しないように
しても良い。
【００４２】本実施の形態では以下に説明するようにオ
プション基板が正常に装着されたか否かを検知し、正常
に検知された場合にはその検知されたオプション基板の
機能に対応したメニュー内容で表示する機能を設けるこ
とにより、より使い易い装置を実現している。
【００４３】図１０は本実施の形態による動作説明のフ
ローチャートを示す。ビデオプロセッサ４の電源が投入
されると、最初のステップＳ１でオプション基板が正常
に装着されているかの判断を行う。この判断は例えば図
７に示す機構で検知される。正常に装着されていない
と、この処理を終了する（この処理を終了する前にエラ
ーを表示した後、終了するようにしても良い）。
【００４４】正常に装着されていると、ステップＳ２で
機能を拡張するオプション基板であるかの判断を行う。
そして、機能を拡張するオプション基板でないと判断し
た場合には、ステップＳ７に移り、機能の拡張無しの処
理をしてステップＳ８の内視鏡検査の処理に進む。一
方、機能を拡張するオプション基板であると判断した場
合には、ステップＳ３に進み、モニタ５上に例えば図８
（Ｂ）のようにｏｐｔｉｏｎを表示し、次のステップＳ
４に進む。
【００４５】ステップＳ４ではメニュー画面に機能拡張
設定項目を追加し、次のステップＳ５で追加した機能拡
張項目の処理をＯＮ／ＯＦＦするかの判断を求める。こ
れに対して、ＯＦＦが選択された場合には、ステップＳ
７に移り、ＯＮが選択された場合には次のステップＳ６
の機能拡張有りの状態にしてステップＳ８で内視鏡検査
を開始する。
【００４６】内視鏡検査開始後、ステップＳ９で設定変
更がされたかの判断を行い、設定変更がされない場合に
は、この内視鏡検査を終了し、設定変更がされた場合に
は、ステップＳ５に戻り、機能拡張項目の処理のＯＮ／
ＯＦＦの判断を行う。
【００４７】本実施の形態によれば、オプション基板の
接続を検知して、オプション基板の接続の有無を表示し
たり、オプション基板の装着によるその機能に応じたメ
ニュー画面を表示して、その機能のＯＮ／ＯＦＦ設定等
を行う画面を表示できるようにしているので、第１の実
施の形態の効果の他に、さらに操作性（使い勝手）を向
上できる。
【００４８】（第３の実施の形態）次に図１１及び図１
２を参照して本発明の第３の実施の形態を説明する。図
１１は第３の実施の形態を備えた内視鏡装置１Ｃを示
す。この内視鏡装置１Ｃは図５の内視鏡装置１Ｂにおけ
るビデオプロセッサ４において、基板接続検知の処理を
行う接続処理回路３７の出力をビデオプロセッサ４のフ
ロントパネル４１に出力するようにしたものである。
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【００４９】つまり、第２の実施の形態では接続検知の
結果をモニタ５に図８に示すように表示していたが、本
実施の形態ではフロントパネルに図１２に示すように表
示するようにしたものである。図１２（Ａ）はオプショ
ン基板を接続しない状態におけるフロントパネルの表示
例を示し、図１２（Ｂ）はオプション基板が接続された
場合におけるフロントパネルの表示例を示す。
【００５０】図１２（Ｂ）ではオプション基板が接続さ
れたか否かの検知結果を表示した場合の表示例を示して
いる。つまり、比較器Ｃ１による比較結果のみを表示し
ているが、他の機能の検知結果を表示するようにしても
良い。この場合の作用は図１０におけるステップＳ３が
モニタ上にｏｐｔｉｏｎ表示する代わりにフロントパネ
ルにｏｐｔｉｏｎ点灯となる以外は第２の実施の形態と
同様の動作となる。本実施の形態は第２の実施の形態と
同様の効果を有する。
【００５１】（第４の実施の形態）次に図１３及び図１
４を参照して本発明の第４の実施の形態を説明する。図
１３は第４の実施の形態を備えた内視鏡装置１Ｄを示
す。この内視鏡装置１Ｄは図１の内視鏡装置１Ａと殆ど
同じビデオプロセッサ４において、図１４に示すオプシ
ョン基板４２を装着可能としたものである。
【００５２】より具体的に説明すると、図１３に示すビ
デオプロセッサ４は図１のビデオプロセッサ４におい
て、セレクタ１７を有しない構造にしている。このビデ
オプロセッサ４にはハイビジョン用映像信号を生成する
オプション基板４２が装着可能である。
【００５３】このオプション基板４２はコネクタ６に接
続されるコネクタ４３を有し、コネクタ６の端子Ｔｃに
導通するコネクタ４３の端子Ｔｃ′にはフィールドメモ
リ４４が接続され、ビデオプロセッサ４のガンマ回路１
８の出力信号が一時格納され、このフィールドメモリ４
４から読み出された信号はＤ／Ａ変換回路４５によりア
ナログの信号に変換される。なお、このフィールドメモ
リ４４はハイビジョンモニタ４７で１画面分、画像情報
を表示する記憶容量を備えている。
【００５４】このＤ／Ａ変換回路４５の出力信号は、ポ
ストプロセサ回路４６を通してハイビジョン映像信号に
変換された後、ハイビジョン出力端子ＨＶｏから出力さ
れ、このハイビジョン出力端子ＨＶｏに接続されるハイ
ビジョンモニタ４７に高品位の画像を表示できるように
している。
【００５５】また、コネクタ６の端子Ｔｄに導通するコ
ネクタ４３の端子Ｔｄ′にはＰＬＬ回路４８が接続さ
れ、その出力信号はＳＳＧ回路４９に接続され、このＳ
ＳＧ回路４９の同期信号はこのオプション基板のフィー
ルドメモリ４４への書き込み、読み出しの制御等に使用
される。
【００５６】本実施の形態は、ビデオプロセッサ４によ
り、ＮＴＳＣのフォーマットの映像信号を出力する機能
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を有し、コネクタ６にハイビジョン用オプション基板４
２を装着することにより、より高解像度のフォーマット
の映像信号を出力する機能を持つようにして、内視鏡検
査を行うことができるようにしている。本実施の形態に
よれば、通常の映像信号の他にハイビジョンの映像信号
を生成してハイビジョンモニタ４７で内視鏡検査を行う
ことができる。
【００５７】（第５の実施の形態）次に図１５ないし図
１９を参照して本発明の第５の実施の形態を説明する。
図１５は第５の実施の形態を備えた内視鏡装置１Ｅを示
す。この内視鏡装置１Ｅは図３の内視鏡装置１Ｄにおけ
るビデオプロセッサ４において、コネクタ６の端子Ｔｅ
のレベルを検出することにより、オプション基板４２が
装着（接続）されているか否かを検出する接続処理回路
３７を設けたものである。
【００５８】図５で説明したようにこの接続処理回路３
７はキャラクタ発生回路３８を内蔵する。そして、発生
した文字情報をフィールドメモリ１９の出力データとス
ーパインポーズして、後段側に接続されているＤ／Ａ変
換回路２０に出力する。また、オプション基板４２を装
着した場合等には、メニューを表示して、拡張機能のＯ
Ｎ／ＯＦＦ設定をキーボード３９等から行えるようにし
ている。
【００５９】また、図５の場合と同様にコネクタ４３の
端子Ｔｅ′はグランドに接続されている。そして、接続
処理回路３７はコネクタ６の端子Ｔｅのレベルを検出す
る等することにより、オプション基板４２が装着（接
続）されているか否かを検出する。
【００６０】そして、オプション基板４２が装着されて
いる場合には、図１６（Ａ）に示すようにハイビジョン
モニタ４７の表示画面に例えばＨＤＴＶを表示する。な
お、図１６（Ｂ）はモニタ５側の表示例を示し、ＮＴＳ
Ｃの映像画面であることが分かるように表示する。
【００６１】また、図１７（Ａ）はオプション基板４２
が装着されていない場合でのメニュー画面、具体的には
システムセットアップ画面を示し、図１７（Ｂ）はオプ
ション基板４２が装着されている場合でのメニュー画
面、具体的にはシステムセットアップ画面を示す。ま
た、図１８（Ａ）及び図１８（Ｂ）は通常画面でのメニ
ュー画面とハイビジョンモニタ画面でのメニュー画面を
示す。
【００６２】図１９は本実施の形態の作用のフローチャ
ートを示す。このフローチャートは図１０のフローチャ
ートにおいて、オプション基板の判断の代わりにハイビ
ジョン用オプション基板４２の判断に対応する処理を行
うようにしている。
【００６３】具体的に説明すると、ビデオプロセッサ４
の電源が投入されると、最初のステップＳ１１でオプシ
ョン基板が正常に装着されているかの判断を行う。この
判断は例えば図７に示す機構で検知される。正常に装着
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されていないと、この処理を終了する（この処理を終了
する前にエラーを表示した後、終了するようにしても良
い）。
【００６４】正常に装着されていると、ステップＳ１２
でハイビジョン用オプション基板４２であるかの判断を
行う。そして、ハイビジョン用オプション基板でないと
判断した場合には、ステップＳ１７に移り、機能を拡張
しない場合のＮＴＳＣ方式のみとする処理をしてステッ
プＳ１８の内視鏡検査の処理に進む。一方、ハイビジョ
ン用オプション基板であると判断した場合には、ステッ
プＳ１３に進み、モニタ４７上に例えば図１６（Ａ）の
ようにＨＤＴＶを表示し、次のステップＳ１４に進む。
【００６５】ステップＳ１４ではメニュー画面にハイビ
ジョンモニタ用の設定項目を追加し、次のステップＳ１
５で追加したハイビジョンモニタの設定項目、つまりハ
イビジョン映像処理のＯＮ／ＯＦＦの判断を求める。こ
れに対して、ＯＦＦが選択された場合には、ステップＳ
１７に移り。一方、ＯＮが選択された場合には次のステ
ップＳ１６のＮＴＳＣ／ＨＤＴＶ両方式に対応する状態
にしてステップＳ１８で内視鏡検査を開始する。
【００６６】内視鏡検査開始後、ステップＳ１９で設定
変更がされたかの判断を行い、設定変更がされない場合
には、この内視鏡検査を終了し、設定変更がされた場合
には、ステップＳ１５に戻り、ハイビジョン映像処理の
ＯＮ／ＯＦＦの判断を行うことになる。
【００６７】本実施の形態によれば、第４の実施の形態
の効果の他に、ハイビジョン用オプション基板の接続を
検知して、そのオプション基板の接続の有無を表示した
り、そのオプション基板の装着によるその機能に応じた
メニュー画面を表示して、その機能のＯＮ／ＯＦＦ設定
等を行う画面を表示できるようにしているので、さらに
その操作性（使い勝手）を向上できる。
【００６８】（第６の実施の形態）次に図２０及び図２
１を参照して本発明の第６の実施の形態を説明する。図
２０は第６の実施の形態を備えた内視鏡装置１Ｆを示
す。この内視鏡装置１Ｆは図１５の内視鏡装置１Ｅにお
けるビデオプロセッサ４において、接続処理回路３７で
検出した情報をフロントパネル４１に表示するようにし
たものである。
【００６９】そして、ハイビジョン用オプション基板が
接続されていない場合には、図２１（Ａ）のように点線
でＨＤＴＶを示す表示となり、ハイビジョン用オプショ
ン基板が接続されている場合には、図２１（Ｂ）に示す
ように実線でＨＤＴＶが表示されるようにしている。本
実施の形態の作用及び効果は第５の実施の形態とほぼ同
様のものとなる。
【００７０】（第７の実施の形態）次に図２２及び図２
３を参照して本発明の第７の実施の形態を説明する。図
２２は第７の実施の形態を備えた内視鏡装置１Ｇを示
す。この内視鏡装置１Ｇは図１３の内視鏡装置１Ｄにお
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けるビデオプロセッサ４において、ＡＧＣ回路１６とガ
ンマ回路１８の間にセレクタ１７を設けている。そし
て、ＡＧＣ回路１６の出力をセレクタ１７に出力すると
共に、コネクタ６の端子Ｔａに印加し、このコネクタ６
に装着可能な図２３に示すハイビジョン用オプション基
板５１に出力する。
【００７１】このハイビジョン用オプション基板５１は
図１４のハイビジョン用オプション基板４２において、
コネクタ６の端子Ｔａに導通する端子Ｔａ′に接続され
た強調処理回路５２を有し、この強調処理回路５２によ
り強調処理した後、補正処理回路５３で補正し、コネク
タ４３の端子Ｔｂ′コネクタ６の端子Ｔｂを経てセレク
タ１７に戻す構成にしている。その他は図１３と同様の
構成である。
【００７２】本実施の形態は図１３の実施の形態の作用
の他にさらに強調処理等を行って、ＮＴＳＣのモニタ５
及びハイビジョンモニタ４７にその処理した画像を表示
することができる。
【００７３】なお、上述の説明ではビデオプロセッサ４
には１枚のオプション基板のみが装着可能として説明し
たが、２枚以上のオプション基板を装着可能にしても良
い。また、ＣＣＤ３等の撮像素子を内蔵した電子内視鏡
は光学式内視鏡に撮像素子を内蔵したＴＶカメラを装着
したものも含む。また、上述した各実施の形態等を部分
的等で組み合わせる等して構成される実施の形態等も本
発明に属する。
【００７４】［付記］
０．被写体像を光電変換して画像信号を出力する撮像素
子を備えた内視鏡が着脱自在に接続され、前記撮像素子
の出力信号をデジタル信号に変換するＡ／Ｄ変換手段
と、前記Ａ／Ｄ変換手段により変換された信号に対して
第１の出力フォーマットに応じた処理をして映像信号出
力端から映像信号を出力する第１の信号処理手段と、前
記Ａ／Ｄ変換手段により変換された信号が出力されるコ
ネクタに着脱自在に接続される基板に設けられ、前記変
換された信号に対して画像処理して第２の出力フォーマ
ットに応じた映像信号を出力する第２の出力手段と、を
備えたことを特徴とする信号処理装置。
【００７５】１．被写体像を光電変換して画像信号を出
力する撮像素子を備えた電子内視鏡と、前記撮像素子の
出力信号をデジタル信号に変換するＡ／Ｄ変換手段と、
前記変換された信号に対して第１の信号処理を行う第１
の信号処理手段と、前記第１の処理手段で処理された画
像信号を第１の出力フォーマットに応じた処理をする第
２の信号処理手段と、前記第２の処理手段で処理された
画像信号を出力する第１の出力手段と、前記第１の処理
手段で処理された画像信号を出力するコネクタに着脱自
在に装着され、前記画像信号を前記第１のフォーマット
とは異なる第２の出力フォーマットに応じた処理をする
第３の信号処理手段と、前記第３の処理手段で処理され
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た画像信号を出力する第２の出力手段とを備えた基板
と、を有することを特徴とする電子内視鏡装置。
【００７６】２．前記基板に設けられた第３の処理手段
は２次回路のみで構成されることを特徴とする付記１記
載の電子内視鏡装置。
３．前記コネクタに基板が接続されたことを検知する接
続検知手段と、前記第１の出力手段から出力された画像
信号を表示する画像表示手段と、前記画像表示手段にメ
ニュー画面を表示する文字情報表示手段と、前記検知手
段で検知された信号に基づいて画像表示手段に表示され
るメニュー画面を自動的に変更することを特徴とする付
記１また２記載の電子内視鏡装置。
４．前記検知手段検知された信号に基づいて前記接続手
段が正常に接続されたことを判定する接続状態判定手段
と、前記判定手段で「正常」或いは「異常」と判定され
た状態を前記画像表示手段または筐体に設けられシステ
ムの状態を設定するシステム設定手段に表示させること
を特徴とする付記３記載の電子内視鏡装置。
【００７７】５．被写体像を光電変換して画像信号を出
力する撮像素子を備えた電子内視鏡と、前記撮像素子の
出力信号をデジタル信号に変換するＡ／Ｄ変換手段と、
前記変換された信号に対して第１の信号処理を行う第１
の信号処理手段と、前記第１の処理手段で処理された画
像信号を第１の出力フォーマットに応じた処理をする第
２の信号処理手段と、前記第２の処理手段で処理された
画像信号を出力する第１の出力手段と、前記第１の処理
手段で処理された画像信号を第２の信号処理手段とは異
なる処理を行う第３の信号処理手段と、前記第３の処理
手段で処理された画像信号を出力する第２の出力手段
と、前記第３の処理手段を前記第１の処理手段の出力部
に脱着可能とする第１の画像信号接続手段と、を備えた
ことを特徴とする電子内視鏡装置。
【００７８】６．前記第３の処理手段で処理された画像
信号前記第２の処理手段で処理された画像信号とを重畳
する画像重畳手段と、前記第３の処理手段を前記第２の
処理手段の出力部に脱着可能とする第２の画像信号接続
手段と、を備えたことを特徴とする付記５に記載の電子
内視鏡装置。
７．前記第３の処理手段で処理された画像信号と前記第
２の処理手段で処理された画像信号とを演算する画像演
算手段と、前記第３の処理手段を前記第２の処理手段の
出力部に脱着可能とする画像信号接続手段と、を備えた
ことを特徴とする付記５記載の電子内視鏡装置。
８．前記第３の処理手段は２次回路のみで構成されるこ
とを特徴とする付記５記載の電子内視鏡装置。
【００７９】９．前記信号接続手段で接続された信号を
検知する接続検知手段と、前記出力手段から出力された
画像信号を表示する画像表示手段と、前記画像表示手段
にメニューを表示する文字情報表示手段と、前記検知手
段で検知された信号に基づいて画像表示されるメニュー*
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*画面を自動的に変更することを特徴とする付記５または
８記載の電子内視鏡装置。
１０．前記検知手段で接続された信号に基づいて前記接
続手段が正常に接続されたことを判定する接続状態判定
手段と、前記判定手段で「正常」或いは「エラー」と判
定された状態を前記画像表示手段または筐体に設けられ
たシステムの状態を設定する設定手段に表示させること
を特徴とする付記９記載の電子内視鏡装置。
【００８０】
【発明の効果】以上説明したように本発明によれば、被
写体像を光電変換して画像信号を出力する撮像素子を備
えた内視鏡が着脱自在に接続され、前記撮像素子の出力
信号をデジタル信号に変換するＡ／Ｄ変換手段と、前記
Ａ／Ｄ変換手段により変換された信号に対して第１の出
力フォーマットに応じた処理をして映像信号出力端から
映像信号を出力する第１の信号処理手段と、前記Ａ／Ｄ
変換手段により変換された信号が出力されるコネクタに
着脱自在に接続される基板に設けられ、前記変換された
信号に対して画像処理して第２の出力フォーマットに応
じた映像信号を出力する第２の出力手段と、を備えてい
るので、ユーザが基本的な映像信号を生成する機能を有
するものを望む場合、或いは付加的な機能を望む場合に
応じて、基板を装着しないもの或いは基板を装着したも
のとすることにより、幅広いユーザに対応できると共
に、低コストで対応できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態を備えた電子内視鏡
装置の構成を示すブロック図。
【図２】第１のオプション基板の回路構成を示すブロッ
ク図。
【図３】第２のオプション基板の回路構成を示すブロッ
ク図。
【図４】第３のオプション基板の回路構成を示すブロッ
ク図。
【図５】本発明の第２の実施の形態を備えた電子内視鏡
装置の構成を示すブロック図。
【図６】接続処理回路の構成を示す回路図。
【図７】接続処理回路の他の構成例を示す回路図。
【図８】オプション基板が接続されていない場合と接続
された場合におけるモニタでの表示例を示す図。
【図９】オプション基板が接続されていない場合と接続
された場合におけるメニュー画面の表示例を示す図。
【図１０】動作説明用フローチャート図。
【図１１】本発明の第３の実施の形態を備えた電子内視
鏡装置の構成を示すブロック図。
【図１２】オプション基板が接続されていない場合と接
続された場合におけるフロントパネルでの表示例を示す
図。
【図１３】本発明の第４の実施の形態を備えた電子内視
鏡装置の構成を示すブロック図。
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【図１４】オプション基板の回路構成を示すブロック
図。
【図１５】本発明の第５の実施の形態を備えた電子内視
鏡装置の構成を示すブロック図。
【図１６】ハイビジョン用オプション基板が接続された
場合におけるハイビジョンモニタでの表示例等を示す
図。
【図１７】オプション基板が接続されていない場合と接
続された場合におけるメニュー画面の表示例を示す図。
【図１８】ハイビジョン用オプション基板が接続されて
いない場合と接続された場合におけるメニュー画面での
表示例等を示す図。
【図１９】動作説明用フローチャート図。
【図２０】本発明の第６の実施の形態を備えた電子内視
鏡装置の構成を示すブロック図。
【図２１】ハイビジョン用オプション基板が接続されて
いない場合と接続された場合におけるフロントパネルで
の表示例等を示す図。
【図２２】本発明の第７の実施の形態を備えた電子内視
鏡装置の構成を示すブロック図。
【図２３】ハイビジョン用オプション基板の回路構成を
示すブロック図。
【図２４】従来の電子内視鏡装置の構成を示すブロック*
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*図。
【符号の説明】
１Ａ…（電子）内視鏡装置
２…電子内視鏡
３…ＣＣＤ
４…ビデオプロセッサ
５…モニタ
６、２４、４３…コネクタ
７、８、９…オプション基板
１０…フローティング回路
１１…駆動回路
１３…Ａ／Ｄ変換回路
１４…２次回路
１６…ＡＧＣ回路
１８…ガンマ回路
１９、２７、４４…フィールドメモリ
２０、２８、４５…Ｄ／Ａ変換回路
２１、２９、４６…ポストプロセス回路
２３…同期信号発生回路
２５…強調処理回路
２６…補正回路
３７…接続処理回路
４７…ハイビジョンモニタ

【図１】
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